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会
議
報
告

平
成
31
年
4
月
1
日
よ
り
令
和
2
年
3
月
31
日
ま
で

◆
第
22
回
理
事
会

第
22
回
理
事
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
の
た

め
、会
議
を
取
り
や
め
書
面
決
議
に
て
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

決
議
事
項

：

①
自
平
成
31
年
4
月
1
日
至
令
和
2
年
3
月
31
日

　

事
業
報
告
の
件

②
自
平
成
31
年
4
月
1
日
至
令
和
2
年
3
月
31
日
決
算
の
件

③
定
款
の
一
部
変
更
の
件

④「
役
員
等
の
報
酬
等
の
支
給
基
準
」の
変
更
の
件

報
告
事
項

：

①
定
時
評
議
員
会
の「
決
議
の
省
略
」の
件

②
理
事
退
任
の
件　

③
評
議
員
辞
任
の
件

④
評
議
員
就
任
の
件　

⑤
職
務
執
行
の
報
告

⑥
会
員
数
の
報
告

◆
第
12
回
評
議
員
会

第
12
回
評
議
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予
防
の
た

め
、会
議
を
取
り
や
め
書
面
決
議
に
て
実
施
い
た
し
ま
し
た
。

報
告
事
項

：

①
自
平
成
３１
年
４
月
１
日
至
令
和
２
年
３
月
３１
日

　

事
業
報
告
の
件

②
理
事
退
任
の
件　

③
評
議
員
辞
任
の
件

④
会
員
数
の
報
告

決
議
事
項

：

①
自
平
成
31
年
4
月
1
日
至
令
和
2
年
3
月
31
日
決
算
の
件

②
定
款
の
一
部
変
更
の
件

③「
役
員
等
の
報
酬
等
の
支
給
基
準
」の
変
更
の
件

④
評
議
員
選
任
の
件

※
役
員
名
簿
は
財
団
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、ご
覧
く
だ
さ
い
。

会
員
数
報
告（
令
和
2
年
9
月
1
日
現
在
） 

賛
助
会
員 

1
０
5
件

団
体
・
法
人
会
員 

８
4
件

個
人
会
員 

1,
０
5
９
名

合
計 

1,
２
4
８
件

事
務
局
だ
よ
り

下
鴨
神
社
だ
よ
り

　

多
く
の
方
に
世
界
遺
産
糺
の
森
の
保
存
に
ご
理
解
ご
協
力

を
い
た
だ
き
た
く
、新
入
会
員
の
ご
誘
致
を
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
入
会
申
し
込
む
フ
ォ
ー
ム

か
ら
お
申
込
み
い
た
だ
け
ま
す
。

　

令
和
元
年
度
及
び
令
和
二
年
度
の
前
半
も
多
く
の
ご
寄
附

を
い
た
だ
き
、糺
の
森
に
関
す
る
数
々
の
保
存
整
備
事
業
を
実

施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。心
よ
り
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。令

和
二
年
度
の
後
半
も
引
き
続
き
ご
支
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い

た
し
ま
す
。ご
寄
附
は
同
封
の
振
替
用
紙
を
ご
利
用
い
た
だ
き

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

新
入
会
員
ご
誘
致
の
お
願
い

ご
寄
附
の
お
願
い

当財団は平成29年8月10日付で内閣府より税額控除に係る
証明書を取得いたしました。これにより、個人の当財団への寄
附金・会費について、領収書及び税額控除に係る証明書を添
付の上、確定申告時に税額控除制度の適用を選択した場合、
左記の算式により算出された額が所得税額から控除されます。

　昨年の消費税増税や昨今の事業経費の高騰などにより、糺の森財団の前身の「財団法人糺の森顕彰会」が発足し
た昭和５７年当時から据え置きの個人年会費の金額を、令和３年度より現行の２，０００円から３，０００円に変更させ
ていただくことになりました。会員の皆様方には、ご理解を賜り、引き続きご支援とご協力をお願い申し上げます。

寄附金に税額控除制度が適用されます

※1 「その年中に支払った公益社団法人等に対する寄附金の額の合計額」については、
　　その年分の総所得金額等の40％相当額を限度とされます。
※2 寄附金特別控除額は　所得税額の25％相当額が限度となります。

寄附金
特別
控除額

2,000円 40％= － ×
その年中に支払った
公益社団法人等に対する
寄附金の額の合計額（※1） （※2）

算
式

祭事日程

令
和
2
年
下
半
期
祭
事

10
月
１
日
 

名
月
管
絃
祭

10
月
18
日
 

え
と
祈
願
祭

12
月
12
日
 

御
薬
酒
、若
水
神
事

令
和
3
年
早
春
の
祭
事

１
月
１
日
 

歳
旦
祭

１
月
４
日
 

蹴
鞠
初
め

１
月
５
日
 

初
え
と
祭

１
月
10
日
 

成
人
祭

２
月
２
日
 

節
分
祭

３
月
３
日
 

流
し
雛

ニュース

年会費に関するお知らせ

各祭事の執行については、下鴨神社の
ホームページにてご確認ください。
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東
海
本
部　

本
部
長　

岡
谷　

篤
一

　

  　
　
　

（
岡
谷
鋼
機
株
式
会
社　

代
表
取
締
役
社
長
）

糺
の
森
財
団 

理
事　

宗
田　

好
史

京
都
は
千
年
の
都
と
し
て
栄
え
、今
日
の
日
本
文
化
の
礎
を
築
い
て
ま
い
り
ま
し
た
。

し
か
し
、華
や
か
な
歴
史
だ
け
で
は
な
く
、多
く
の
人
々
の
交
流
が
あ
っ
た
京
の
都
は
、疫

病
の
流
行
、天
変
地
異
、戦
乱
な
ど
の
災
い
に
長
く
苦
し
め
ら
れ
て
き
た
歴
史
も
あ
り

ま
す
。特
に
、疫
病
に
対
し
て
は
科
学
的
な
治
療
法
の
知
識
が
な
い
よ
う
な
時
代
で
あ

り
ま
し
た
の
で
、悪
霊
や
疫
病
神
な
ど
を
鎮
め
、さ
ま
ざ
ま
な
災
厄
・
奇
禍
を
祓
う
神

事
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
し
た
。

下
鴨
神
社
に
て
五
月
十
五
日
に
斎
行
さ
れ
る
賀
茂
祭（
葵
祭
）は
、飛
鳥
時
代
以

前
の
欽
明
天
皇
の
御
代
、国
中
が
災
害
に
見
舞
わ
れ
多
く
の
人
々
が
疫
病
に
苦
し
め
ら

れ
た
際
に
、国
家
的
な
祭
儀
と
し
て
国
と
国
民
の
安
寧
を
祈
願
し
た
こ
と
が
起
源
と
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

本
年
の
賀
茂
祭
は
、い
わ
ゆ
る
三
密
を
避
け
る
た
め
、外
出
自
粛
や
移
動
の
制
限
に

よ
り
行
列
は
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、太
古
の
昔
よ
り
続
く
、国
家
国
民
の
安
寧
を
祈

願
す
る
神
事
が
勅
使
ご
参
向
の
も
と
、神
職
及
び
関
係
者
に
よ
り
、厳
粛
に
執
り
行
わ

れ
ま
し
た
。

医
療
体
制
の
整
っ
て
い
る
現
代
で
も
、パン
デ
ミ
ッ
ク
と
な
っ
た
新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ルス
の

蔓
延
に
対
し
て
は
有
効
な
手
立
て
を
打
て
ず
、世
界
中
の
多
く
の
人
々
が
不
安
な
日
々

を
過
ご
し
て
お
ら
れ
る
か
と
存
じ
ま
す
。今
後
、一
人
一
人
が
予
防
を
し
助
け
合
っ
て
い

く
上
で
、疫
病
退
散
の
祈
り
が
叶
え
ら
れ
、来
年
は
多
く
の
人
が
心
静
か
に
下
鴨
神
社

に
お
参
り
で
き
る
よ
う
な
安
穏
な
世
の
中
に
回
復
し
て
欲
し
い
と
切
に
願
っ
て
お
り
ま
す
。

太
古
よ
り
賀
茂
の
大
神
様
が
お
鎮
ま
り
に
な
ら
れ
る
糺
の
森
は
、現
在
に
至
る
ま
で

連
綿
と
神
事
や
祭
事
が
行
わ
れ
て
き
た
祈
り
の
森
で
も
あ
り
ま
す
。そ
の
糺
の
森
は
、

平
成
三
十
年
九
月
の
台
風
に
よ
り
甚
大
な
被
害
を
受
け
ま
し
た
。お
蔭
様
で
、よ
う
や

く
倒
木
処
理
な
ど
は
終
わ
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
が
、昔
の
森
に
戻
る
た
め
に
は
、ま
だ
長

い
時
間
を
要
し
ま
す
。京
の
人
々
が
長
き
に
わ
た
り
大
切
に
し
て
き
た
祈
り
の
森
は
、下

鴨
神
社
と
共
に
人
類
の
貴
重
な
財
産
と
言
え
ま
す
。今
後
と
も
、糺
の
森
の
保
全
に
つ

き
ま
し
て
皆
様
の
一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

2 1

ご
あ
い
さ
つ

　

下
鴨
神
社
を
含
む
「
古
都
京
都
の
文

化
財
」
が
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
文
化
遺
産
に

登
録
さ
れ
て
二
六
年
、
当
時
四
三
四
だ
っ

た
遺
産
の
数
は
一,
一
二
一
件
ま
で
増
え

た
。

　

世
界
遺
産
も
四
五
年
を
経
て
国
内
外

で
よ
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
審
査
方

法
や
保
存
管
理
方
法
が
発
達
し
て
き
た
。

日
本
初
の
一
九
九
三
年
の
法
隆
寺
と
姫

路
城
の
翌
年
、
古
都
京
都
が
登
録
さ
れ

た
時
代
と
今
で
は
状
況
は
す
っ
か
り
変

わ
っ
た
。
今
に
な
っ
て
古
都
京
都
に
含
ま

れ
る
宇
治
市
、
大
津
市
と
共
に
京
都
市

が
ユ
ネ
ス
コ
に
提
出
す
る
包
括
的
保
存
管

理
計
画
策
定
が
進
む
。
一
七
の
社
寺
と

二
条
城
、
そ
れ
ぞ
れ
の
保
存
管
理
計
画

策
定
も
求
め
ら
れ
、
下
鴨
神
社
で
も
境

内
整
備
と
と
も
に
、
保
存
活
用
計
画
策

定
が
進
ん
で
い
る
。

　

世
界
遺
産
は
そ
の
不
動
産
が
登
録
さ

れ
る
。
建
物
だ
け
で
な
く
土
地
が
世
界

遺
産
で
あ
り
、
下
鴨
神
社
で
は
、
御
蔭

通
り
以
北
の
境
内
の
大
部
分
、
糺
の
森

が
世
界
遺
産
本
体
に
登
録
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
を
取
り
巻
く
市
街
地
に
緩
衝
地
帯

が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
緩
衝
地
帯
と
は
、

も
と
も
と
は
、
自
然
遺
産
保
護
の
た
め
、

本
体
の
周
り
に
外
界
の
悪
影
響
を
緩
和

す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
。
こ
れ
を
文
化

遺
産
に
応
用
し
た
。
神
社
と
糺
の
森
を

保
護
す
る
た
め
開
発
行
為
が
規
制
さ
れ

る
。
賀
茂
川
と
高
野
川
の
間
、
対
岸
の

糺
の
森
が
世
界
遺
産

一
部
に
も
か
か
る
。
賀
茂
大
橋
と
北
大

路
間
、
北
西
の一
部
を
除
く
、
下
鴨
南
部

一帯
の
広
い
市
街
地
で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
登
録
に
際
し
て
、
文
化
庁

は
二
棟
の
国
宝
と
当
時
で
も
五
〇
棟
以
上

の
重
要
文
化
財
建
造
物
、
そ
し
て
国
史

跡
の
賀
茂
御
祖
神
社
境
内
を
一
括
し
て

世
界
遺
産
本
体
に
、
京
都
市
市
街
地
景

観
条
例
（
当
時
）
の
風
致
地
区
な
ど
を

緩
衝
地
帯
に
登
録
し
た
。
京
都
市
は
、

登
録
直
後
の
一
九
九
五
年
に
市
街
地
景

観
整
備
条
例
を
、
ま
た
二
〇
〇
七
年
に

新
景
観
政
策
を
施
行
し
た
。
現
在
で
は

第
三
、
第
四
種
の
風
致
地
区
の
他
、
歴

史
遺
産
型
美
観
地
区
、
山
並
み
背
景
型

美
観
地
区
な
ど
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　

下
鴨
神
社
緩
衝
地
帯
は
、
国
内
は
も

と
よ
り
、
世
界
的
に
見
て
も
丁
寧
な
世

界
遺
産
保
存
管
理
の
例
と
し
て
内
外
か

ら
見
学
者
が
訪
れ
る
。
十
メ
ー
ト
ル
と
い

う
高
さ
や
四
〇
％
の
建
蔽
率
。
二
〇
％
の

緑
被
率
に
加
え
、
建
築
デ
ザ
イ
ン
基
準
に

特
徴
が
あ
る
。
新
築
建
物
は
、
屋
根
や

軒
庇
の
形
状
と
色
彩
の
外
観
の
基
準
が

厳
し
い
。
お
社
と
糺
の
森
に
相
応
し
い
デ

ザ
イ
ン
で
、
歴
史
的
風
土
を
保
全
す
る
こ

と
に
な
る
。

　

世
界
遺
産
に
は
Ｏ
Ｕ
Ｖ
、「
顕
著
で
普

遍
的
」
と
訳
さ
れ
る
価
値
、
つ
ま
り
世

界
中
の
人
が
、「
こ
れ
は
凄
い
ホ
ン
モ
ノ
だ
」、

日
本
の
神
社
の
中
で
尊
厳
と
崇
高
さ
に
お

い
て
傑
出
し
て
い
る
と
思
う
価
値
が
あ
る
。

そ
の
お
姿
を
整
え
る
デ
ザ
イ
ン
基
準
で
あ

る
。
だ
か
ら
新
し
い
建
物
が
建
つ
た
び
に

綺
麗
に
な
っ
た
。
二
六
年
の
成
果
で
あ
る
。

　

世
界
の
専
門
家
に
は
よ

く
知
ら
れ
、
視
察
が
多
い
、

で
も
地
元
の
皆
さ
ん
は
、

あ
ま
り
ご
存
知
な
い
。
近

年
は
外
国
人
観
光
客
も
増

え
て
い
た
。
鴨
川
公
園
が

少
し
き
れ
い
に
な
っ
た
、
地

価
が
上
が
っ
た
、
規
制
が

厳
し
く
建
替
え
難
い
と
い

ろ
い
ろ
な
ご
意
見
を
伺
う
。

で
も
世
界
遺
産
を
守
る
神

社
と
財
団
の
長
年
の
ご
努

力
に
感
心
は
薄
い
。

　

世
界
文
化
遺
産
に
は
社

寺
の
他
、
教
会
や
モ
ス
ク
が

多
い
。
神
聖
な
祈
り
の
場

と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
宗

教
の
誠
実
さ
が
顕
れ
て
い
る
。

静
謐
な
糺
の
森
、
清
く
澄

ん
だ
御
手
洗
川
の
恵
み
を

尊
ぶ
こ
と
か
ら
祈
り
が
始
ま
る
。
壮
大
な

伽
藍
や
聖
画
の
代
わ
り
に
清
流
と
古
の
森

を
世
界
遺
産
に
登
録
し
た
。
白
神
山
地

や
屋
久
島
と
違
い
古
都
の
営
み
と
し
て
、

長
年
人
々
が
寄
り
添
う
信
仰
の
森
を
世

界
文
化
遺
産
に
し
た
。
糺
の
森
が
世
界

遺
産
で
あ
る
認
識
を
常
に
新
た
に
し
て
い

き
た
い
。
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下
鴨
神
社
を
含
む
「
古
都
京
都
の
文

化
財
」
が
ユ
ネ
ス
コ
の
世
界
文
化
遺
産
に

登
録
さ
れ
て
二
六
年
、
当
時
四
三
四
だ
っ

た
遺
産
の
数
は
一,
一
二
一
件
ま
で
増
え

た
。

　

世
界
遺
産
も
四
五
年
を
経
て
国
内
外

で
よ
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
審
査
方

法
や
保
存
管
理
方
法
が
発
達
し
て
き
た
。

日
本
初
の
一
九
九
三
年
の
法
隆
寺
と
姫

路
城
の
翌
年
、
古
都
京
都
が
登
録
さ
れ

た
時
代
と
今
で
は
状
況
は
す
っ
か
り
変

わ
っ
た
。
今
に
な
っ
て
古
都
京
都
に
含
ま

れ
る
宇
治
市
、
大
津
市
と
共
に
京
都
市

が
ユ
ネ
ス
コ
に
提
出
す
る
包
括
的
保
存
管

理
計
画
策
定
が
進
む
。
一
七
の
社
寺
と

二
条
城
、
そ
れ
ぞ
れ
の
保
存
管
理
計
画

策
定
も
求
め
ら
れ
、
下
鴨
神
社
で
も
境

内
整
備
と
と
も
に
、
保
存
活
用
計
画
策

定
が
進
ん
で
い
る
。

　

世
界
遺
産
は
そ
の
不
動
産
が
登
録
さ

れ
る
。
建
物
だ
け
で
な
く
土
地
が
世
界

遺
産
で
あ
り
、
下
鴨
神
社
で
は
、
御
蔭

通
り
以
北
の
境
内
の
大
部
分
、
糺
の
森

が
世
界
遺
産
本
体
に
登
録
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
を
取
り
巻
く
市
街
地
に
緩
衝
地
帯

が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
緩
衝
地
帯
と
は
、

も
と
も
と
は
、
自
然
遺
産
保
護
の
た
め
、

本
体
の
周
り
に
外
界
の
悪
影
響
を
緩
和

す
る
た
め
に
設
け
ら
れ
た
。
こ
れ
を
文
化

遺
産
に
応
用
し
た
。
神
社
と
糺
の
森
を

保
護
す
る
た
め
開
発
行
為
が
規
制
さ
れ

る
。
賀
茂
川
と
高
野
川
の
間
、
対
岸
の
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一
部
に
も
か
か
る
。
賀
茂
大
橋
と
北
大

路
間
、
北
西
の一
部
を
除
く
、
下
鴨
南
部

一帯
の
広
い
市
街
地
で
あ
る
。

　

そ
も
そ
も
登
録
に
際
し
て
、
文
化
庁

は
二
棟
の
国
宝
と
当
時
で
も
五
〇
棟
以
上

の
重
要
文
化
財
建
造
物
、
そ
し
て
国
史

跡
の
賀
茂
御
祖
神
社
境
内
を
一
括
し
て

世
界
遺
産
本
体
に
、
京
都
市
市
街
地
景

観
条
例
（
当
時
）
の
風
致
地
区
な
ど
を

緩
衝
地
帯
に
登
録
し
た
。
京
都
市
は
、

登
録
直
後
の
一
九
九
五
年
に
市
街
地
景

観
整
備
条
例
を
、
ま
た
二
〇
〇
七
年
に

新
景
観
政
策
を
施
行
し
た
。
現
在
で
は

第
三
、
第
四
種
の
風
致
地
区
の
他
、
歴

史
遺
産
型
美
観
地
区
、
山
並
み
背
景
型

美
観
地
区
な
ど
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

　

下
鴨
神
社
緩
衝
地
帯
は
、
国
内
は
も

と
よ
り
、
世
界
的
に
見
て
も
丁
寧
な
世

界
遺
産
保
存
管
理
の
例
と
し
て
内
外
か

ら
見
学
者
が
訪
れ
る
。
十
メ
ー
ト
ル
と
い

う
高
さ
や
四
〇
％
の
建
蔽
率
。
二
〇
％
の

緑
被
率
に
加
え
、
建
築
デ
ザ
イ
ン
基
準
に

特
徴
が
あ
る
。
新
築
建
物
は
、
屋
根
や

軒
庇
の
形
状
と
色
彩
の
外
観
の
基
準
が

厳
し
い
。
お
社
と
糺
の
森
に
相
応
し
い
デ

ザ
イ
ン
で
、
歴
史
的
風
土
を
保
全
す
る
こ

と
に
な
る
。

　

世
界
遺
産
に
は
Ｏ
Ｕ
Ｖ
、「
顕
著
で
普

遍
的
」
と
訳
さ
れ
る
価
値
、
つ
ま
り
世

界
中
の
人
が
、「
こ
れ
は
凄
い
ホ
ン
モ
ノ
だ
」、

日
本
の
神
社
の
中
で
尊
厳
と
崇
高
さ
に
お

い
て
傑
出
し
て
い
る
と
思
う
価
値
が
あ
る
。

そ
の
お
姿
を
整
え
る
デ
ザ
イ
ン
基
準
で
あ

る
。
だ
か
ら
新
し
い
建
物
が
建
つ
た
び
に

綺
麗
に
な
っ
た
。
二
六
年
の
成
果
で
あ
る
。

　

世
界
の
専
門
家
に
は
よ

く
知
ら
れ
、
視
察
が
多
い
、

で
も
地
元
の
皆
さ
ん
は
、

あ
ま
り
ご
存
知
な
い
。
近

年
は
外
国
人
観
光
客
も
増

え
て
い
た
。
鴨
川
公
園
が

少
し
き
れ
い
に
な
っ
た
、
地

価
が
上
が
っ
た
、
規
制
が

厳
し
く
建
替
え
難
い
と
い

ろ
い
ろ
な
ご
意
見
を
伺
う
。

で
も
世
界
遺
産
を
守
る
神

社
と
財
団
の
長
年
の
ご
努

力
に
感
心
は
薄
い
。

　

世
界
文
化
遺
産
に
は
社

寺
の
他
、
教
会
や
モ
ス
ク
が

多
い
。
神
聖
な
祈
り
の
場

と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
宗

教
の
誠
実
さ
が
顕
れ
て
い
る
。

静
謐
な
糺
の
森
、
清
く
澄

ん
だ
御
手
洗
川
の
恵
み
を

尊
ぶ
こ
と
か
ら
祈
り
が
始
ま
る
。
壮
大
な

伽
藍
や
聖
画
の
代
わ
り
に
清
流
と
古
の
森

を
世
界
遺
産
に
登
録
し
た
。
白
神
山
地

や
屋
久
島
と
違
い
古
都
の
営
み
と
し
て
、

長
年
人
々
が
寄
り
添
う
信
仰
の
森
を
世

界
文
化
遺
産
に
し
た
。
糺
の
森
が
世
界

遺
産
で
あ
る
認
識
を
常
に
新
た
に
し
て
い

き
た
い
。
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30
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糺
の
森
市
民
植
樹
祭

　
　 

〜
糺
の
森
の
後
継
樹
育
成
事
業
〜

　

例
年
、4
月
29
日（
祝
）に
開
催
し
て
お
り
ま
す「
糺
の
森
市
民
植
樹
祭
」

は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
予
防
に
よ
り
、
残
念
な
が
ら
式

典
は
中
止
致
し
ま
し
た
が
、成
木
の
ご
献
木
者
に
よ
る
植
樹
は
、個
別
に
実

施
し
ま
し
た
。

　

本
年
は
18
本
の
成
木（
モ
ミ
ジ
5
本
・
ケ
ヤ
キ
3
本
・
カ
ツ
ラ
5
本
・
ム
ク

ノ
キ
2
本
・
エ
ノ
キ
3
本
）を
ご
献
木
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

成
木
の
ご
献
木
に
、
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
に
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。
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本
年
は
新
型
コロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
世
界
規
模
で

猛
威
を
ふ
る
い
、下
鴨
神
社
も
様
々
な
祭
事
が
休
止
・
縮

小
と
な
り
、社
頭
で
神
事
の
み
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。

鴨
社
資
料
館
秀
穂
舎
も
一
月
か
ら
三
月
期
の「
社
宝
・

御
宸
筆
」
展
は
開
催
で
き
ま
し
た
が
、四
月
か
ら
六
月

期
開
催
予
定
の「
鴨
の
神
ま
つ
り
と
神
饌
の
世
界
」
展

は
休
止
し
て
来
季
に
延
期
し
、秀
穂
舎
は
臨
時
休
館
と

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。七
月
か
ら
九
月
期
開
催
の

「
水
の
力
と
御
札
の
力
」
展
は
、開
催
期
間
を
縮
小
し
、

平
日
の
み
の
開
館
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

過
去
に
世
の
中
で
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
発
生
し
た
時
の
様

子
を
社
務
日
誌
か
ら
見
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

明
治
十
九
年（
一
八
八
六
）五
月
、大
阪
を
中
心
に

コ
レ
ラ
が
爆
発
的
流
行
し
た
時
の「
社
頭
日
誌
」（
御
祈

祷
番
の
日
誌
）に
は
、下
鴨
村
の
宮
崎
町
を
皮
切
り
に

河
合
町（
現
、宮
河
町
）、松
原
町
、渕
上
ノ
町（
旧
、字

の
渕
ノ
端
。現
、西
林
町
）の
住
民
が
、六
日
か
ら
十
一
日

ま
で
悪
病
除
祈
願
・
虎
列
刺
退
散
祈
願
と
し
て
御
神

酒
を
奉
納
し
、御
本
宮
お
よ
び
比
良
木
社
に
て
御
祈
祷

を
受
け
て
い
ま
す
。

　

六
月
三
日
か
ら
三
日
間
は
、鍛
冶
屋
町（
現
、松
ノ
木

町
）住
民
が
御
祈
祷
を
受
け
て
い
ま
す
。ま
た
、第
四
代

宮
司
の
木
場
清
生（
一
八
一
七
〜
九
一
）は
、神
官（
当

時
の
名
称
。現
在
の
神
職
）が
積
み
立
て
て
い
た
流
行
病

予
防
費
か
ら
、京
都
府
検
疫
本
部
に「
虎
列
拉
流
行
付

献
金
願
」と
し
て
金
五
円
を
寄
付
し
て
い
ま
す
。

　

七
月
に
入
る
と
河
崎
町（
現
、松
原
町
）や
松
原
町
な

ど
の
各
町
が
毎
日
、悪
疫
退
散
の
御
祈
祷
を
請
願
し
、

御
神
前
で
執
行
さ
れ
て
い
ま
す
。ま
た
、高
野
河
原
村（
高

野
新
田
村
と
も
。現
、左
京
区
高
野
一
帯
）で
は
罹
患
者

が
発
生
し
た
た
め
、氏
神
様
で
境
外
摂
社
の
賀
茂
波
爾

神
社（
赤
の
宮
神
社
）に
、村
民
全
員
で
お
百
度
参
り
を

行
う
た
め
、特
別
祈
祷
の
請
願
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。こ
の

時
期
は
、個
人
名
で
の
御
祈
祷
も
増
え
、な
か
に
は
地
方

の
賀
茂
神
社
の
氏
子
さ
ん
か
ら
、病
除
け
の
御
祈
祷
札
を

望
む
手
紙
が
届
い
て
い
ま
す
。

　

そ
の
最
中
の
七
日
に
は
、神
社
北
側
の
泉
川
の
川
岸

で
村
民
一
人
が
行
き
倒
れ
に
な
っ
て
い
る
の
を
発
見
。巡

査
と
医
師
が
駆
け
付
け
、診
察
の
結
果
、罹
患
者
と
し

て
搬
送
さ
れ
ま
し
た
が
、嘔
吐
な
ど
を
し
て
い
た
た
め
、泉

川
下
流
域
ま
で
縄
を
張
り
、用
務
員
が
松
明
を
掲
げ
、

巡
査
三
人
が
一
晩
か
け
て
消
毒
作
業
に
あ
た
っ
た
緊
迫

し
た
様
子
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

翌
日
に
は
、木
場
宮
司
が
社
務
所
や
詰
所
な
ど
の
床

下
を
含
め
、徹
底
し
た
消
毒
の
指
示
を
出
し
、糺
の
森

全
域
を
含
む
大
規
模
の
清
掃
が
行
わ
れ
ま
し
た
。さ
ら

に
、夕
方
以
降
の
境
内
の
警
備
を
強
化
す
る
指
示
も
出

さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、二
十
八
日
の
土
用
の
丑
の
日
の
み
た
ら
し
祭

は「
井
上
神
社
神
殿
装
飾
ノ
ミ
ニ
テ
當
年
流
行
病
之
為

神
事
執
行
無
之
」と
あ
り
、神
事
そ
の
も
の
が
斎
行
さ

れ
な
か
っ
た
こ
と
が
記
録
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

た
だ
、こ
の
時
期
に
は
、も
う
一
つ
大
き
な
問
題
が
起

こ
っ
て
い
ま
し
た
。そ
れ
は
七
月
か
ら
八
月
末
ま
で
の
約

五
十
余
日
間
、全
く
雨
が
降
ら
ず
、連
日
、最
高
気
温
が

三
十
五
度
を
超
す
猛
暑
に
よ
る
旱
魃
に
遭
っ
て
い
ま
し

た
。下
鴨
村
民
の
御
祈
願
は
、次
第
に
悪
疫
退
散
か
ら

雨
乞
い
に
変
わ
り
、八
月
十
八
日
か
ら
は
村
民
全
員
の

請
願
に
よ
る
十
七
日
間
満
願
雨
乞
祈
祷
が
行
わ
れ
ま

し
た
。五
日
目
の
夕
方
に
大
雨
が
降
り
、歓
喜
に
沸
い
た

と
の
記
述
が
あ
り
ま
す
。

　

次
第
に
日
誌
に
も「
虎
列
刺
」の
文
字
が
消
え
、九
月

・
十
月
に
は
京
都
市
内
の
各
神
社
の
神
苑
拝
観
が
再
開

さ
れ
た
と
の
記
事
が
あ
る
こ
と
か
ら
、収
束
に
向
か
っ
て
い

た
と
推
測
さ
れ
ま
す
。
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五
十
音
順
）
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き
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さ
な
か

か
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ば
つ

こ  
ば
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な
り

〈成木献木者〉

下
鴨
神
社

京
都
学
問
所
だ
よ
り

bus

bus

さるや休憩所

中門

鴨
社
神
舘
御
所

方丈庵

（
社
務
所
）

鴨
社
公
文
所

糺
ノ
森

下
鴨
神
社
前

西
御
本
宮

か
も
し
ゃ
か
ん
だ
ち
ご
し
ょ

解
除
所

げ
じ
ょ
の
と
こ
ろ

に
し
の
ご
ほ
ん
ぐ
う

東
御
本
宮

古
札
納
所

ひ
が
し
の
ご
ほ
ん
ぐ
う

授与所

御蔭神社

御　蔭　通

御蔭山

浦の廻廊

古 

馬 

場

雑 

太 

社

さ
わ  

た  

し
ゃ

●本年の「蛍火の茶会と糺の森納涼市」、「糺の
森コンサート　音の森（4月、5月、6月、9月）」
は、新型コロナウイルス感染防止のため、中
止となりました。

左右をモミジが覆い、真っ
赤な紅葉をくぐってお参り
することができます。

黄葉の大銀杏が朱色の
輪橋に映えます。

南口鳥居を臨む表参道でも
多くのモミジを見ることが
できます。

名前の通り、橋の周りがモミジに囲まれた場
所です。またここから見渡す馬場の景色も美
しく魅了されます。

ご神木・銀杏の大木、その下に
モミジがありグラデーション
を楽しめます。

左右をモミジや銀杏に
囲まれた道です。

細殿前　大銀杏

古馬場

西鳥居　紅葉

南口鳥居

紅葉橋と馬場
河合社銀杏の
大木とモミジ

秋のみどころポイントを紹介します。

モミジ橋

そりばし


